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・設置距離と注意点



DH-TPC-BF2221-HTM 黒体

※ 上記内容は黒体ありの設置距離です。
※ 実際の設置状況によって、同時測温最大人数は異なる場合があります。

設置距離

カメラと黒体の設置距離

DH-TPC-BF2221-HTM

2m

サーマル レンズ
可視光レンズ

7.5mm

6mm 

測温距離 1.5-3m (推奨2m)

測温の幅 0.9-1.7m

同時測温最大人数 15-20人

外観 カバーなし

精度 ±0.3℃、黑体あり

±0.5℃、黑体なし



設置説明図 DH-TPC-BF2221-HTM

カメラ

黒体

高さ: 1.8m
高さ: 2m

距離: 2m

幅: 1.5m

側面図

上面図



進行方向

進行方向

進行方向

カメラ

黒体

カメラと黒体の距離:2m

測温距離:2m

実際の場合



設置の注意点

・ カメラと黒体間ブロックされないように、 サ−マルカメラと黒体を同じ側に設置します。

・ カメラは⼈の流れの移動⽅向に向かいます。 テストで、対象者は額をカメラに向けて、温度を測定します。つまり、カメラにとどまって顔を向けることをお勧めします。

現場で⼀時的な措置を講じて、⼈の歩⾏ルートを計画し、⼈をカメラの位置に誘導する事が必要です。屋内と屋外の温度差が⼤きい場合、 高精度のため、複数の

⼸型ルートを計画し、風がある場所を避け、⼈が室内に入った後額温度を安定させることが必要です。

・ 室内において、天井のエアコンが直接⼈に当たる場所で、正確に測るのが困難です。黒体放射⾯（注：放射⾯に触れたり汚れたりしないでください）はカメラの照射

⽅向に向かい、黒体を熱画像の左側または右側に置きます。

・ 可視光チャンネルに⼗分な照明があり、バックライト/反射/強い光の変化/閉塞などの影響を避けることが必要です。

・ ヒーター、温⽔ポイント、電⼦レンジ、⾼出⼒ランプ、ラジエーターなどの熱源の⼲渉を避けるために、熱画像に⾼温の熱源または⽇光等が無いこと。

※それらの影響を受けて、誤動作及びカメラの検知部品の損傷が発⽣する可能性があります。空気の流れや強い電磁⼲渉や振動のある環境には適していないため、設

置場所は、風や安定性のない屋外環境から⽐較的隔離され、屋外または屋外に接続されたシーンを避ける必要があります。

低照度
×

バックライト/外部向けのシーン

×



・カメラ構成



構成 | 更新

更新

カメラ&黒体構成

Express構成



構成 | 更新

更新更新

カメラ&黒体構成

1. WebでデバイスのIPを入力して、パスワード、P2Pなどをご希望に応じて設定します。

※デバイス既定IPは [192.168.1.108] です。

※デバイスとPCのネットワークセグメントを同じく設定する必要はあります。

Express構成



構成 | 更新

更新更新

カメラ&黒体構成

2. ログインします。

Express構成



構成 | 更新

更新更新

カメラ&黒体構成

3. [Setting]>[Upgrade]>[Browse]をクリックして、FWを選択して[upgrade]をクリックします。

※2つのFWがある場合、上記の手順でまずカメラFWを更新した後、測温FWを更新します。

Express構成
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構成 | 更新

カメラ構成更新

カメラ&黒体構成

4. [Setting]>[System]>[General]>[Japanese]で表示言語を日本語に設定します。

Express構成



構成 | カメラ&黒体構成

人体温度測定を有効にする
黒体パラメー

ター設定
人体温度測定設定

1. [設定]>[スマートサーマル]>[スマートプラン]をクリックします。

2. [人体温度測定]を選択します。(既定該当項目はグレーアウトで表示され、オレンジに変わります。)

3. [保存]をクリックします。

更新

カメラ&黒体構成

Express構成

補正設定

スマートチャネ
ル設定

その他調整機能

1
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構成 | カメラ&黒体構成

人体温度測定を有効にする
黒体パラメー

ター設定
人体温度測定設定

更新

カメラ&黒体構成

Express構成

補正設定

スマートチャネ
ル設定

その他調整機能

1. 電源を入れてOnにします(電源を入れた後安定させるために最低30分間放置させます)。

2. 30分後、温度は35℃で安定しています。



構成 | カメラ&黒体構成

人体温度測定を有効にする
黒体パラメー

ター設定 人体温度測定設定
更新

カメラ&黒体構成

Express構成

補正設定

スマートチャネ
ル設定

その他調整機能

カメラと黒体の位置を調整した後、黒体を画像の右側または左側に置き、ブロックされないことを確認します。

(黒体最適な位置 : 左上または右上の「クロスタイプ」の中央の位置に置きます。)



構成 | カメラ&黒体構成

人体温度測定を有効にする
黒体パラメー

ター設定 人体温度測定設定
更新

カメラ&黒体構成

Express構成

補正設定

スマートチャネ
ル設定

その他調整機能

1、2、3. [設定]>[スマート サーマル]>[人体温度測定]>[黒体パラメーター]をクリックします。

4. [有効化]をチェックします

(黒体ある場合、有効化をチェックするのは必要です；黒体なしの場合、有効化をチェックする必要はないです) 。

5. 黒体温度は 35℃ (既定) です。
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構成 | カメラ&黒体構成

人体温度測定を有効にする
黒体パラメー

ター設定 人体温度測定設定
更新

カメラ&黒体構成

Express構成

補正設定

スマートチャネ
ル設定

その他調整機能

黒体温度設定の注意点
1. 黒体の既定温度は 35℃ です。
2. 環境温度によって、黒体温度を調整することができます。

黒体は 0℃-40℃ の環境で動作できますので、環境温度は高い場合、38℃ まで
設定を推奨いたします。



構成 | カメラ&黒体構成

人体温度測定を有効にする
黒体パラメー

ター設定
人体温度測定設定

更新

カメラ&黒体構成

Express構成

補正設定

スマートチャネ
ル設定

その他調整機能

6、7. 黒体エリアを指定します。ルールボックスは緑色のウィンドウボックスで表示されます

（指定方法は次のとおりです：黒体の黒いエッジに沿って長方形を描いてください）。

OKをクリックして保存します。
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構成 | カメラ&黒体構成

人体温度測定を有効にする
黒体パラメー

ター設定 人体温度測定設定
更新

カメラ&黒体構成

Express構成

補正設定

スマートチャネ
ル設定

その他調整機能

8. 補正設定：環境の違いにより、測定される体温に誤差がある可能性があります。測定された体温によって、体温補正で

補償を行うことができます。 たとえば、測定体温が-0.5℃の場合、人体温度補正を 0.5℃ に入力します。

温度が+0.5℃の場合は、-0.5℃ を入力します。

9. [保存]をクリックします。

8

9



構成 | カメラ&黒体構成

人体温度測定を有効にする
黒体パラメー

ター設定
人体温度測定設定

更新

カメラ&黒体構成

Express構成

補正設定

スマートチャネ
ル設定

その他調整機能

1. [設定]>[スマート サーマル]>[人体温度測定]>[人

体温度測定]をクリックします。

2. [有効化]をチェックします。

3. [温度レポート]と[高温異常アラーム]をチェックし、

高温異常閾値を37.3℃に設定します。これで、

サーマルカメラアラームとレポートを

NVR/IVSS/Express に送ることができます。
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構成 |カメラ&黒体構成

人体温度測定を有効にする
黒体パラメー

ター設定
人体温度測定設定

更新

カメラ&黒体構成

Express構成

補正設定

スマートチャネ
ル設定

その他調整機能

4. 温度下限: 閾値以下の温度の物を検出しません。

例えば、32℃以下の物を検出しません。

5、6. 音声リンクと白色光をチェックします。高温異常を

検出する場合、音声と光は出されます。

7. 顔識別フレームのサイズスケーリングを大きくする：

サーマルイメージングの顔識別フレームを調整する

ことができます。

8. [保存]をクリックします。
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構成 | カメラ&黒体構成

人体温度測定を有効にする
黒体パラメー

ター設定
人体温度測定設定

更新

カメラ&黒体構成

Express構成

補正設定

スマートチャネ
ル設定

その他調整機能

1. [設定]>[スマート サーマル]>[人体温度測定]>[スマートチャネル]をクリックします。
2. 可視光とサーマルイメージングは選択可能です。 通常のシーンでは、デフォルトで顔を検出するには可視光が使用されます。

可視光の効果が良くない場合（バックライト、光不十分など）、熱画像検出が使用できます。 スナップ角度フィルター：値が高いほど、
側面をキャプチャしやすくなります。 たとえば、値が1の場合、正面のみが検出されます。

3. [保存]をクリックします。

1
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構成 | カメラ&黒体構成

人体温度測定を有効にする
黒体パラメー

ター設定
人体温度測定設定

更新

カメラ&黒体構成

Express構成

補正設定

スマートチャネ
ル設定

その他調整機能

1. [設定]>[スマート サーマル]>[人体温度測定]>[その他]をクリックします。

2. [環境温度設定]を手動で入力することができます。
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構成 | カメラ&黒体構成

人体温度測定を有効にする
黒体パラメー

ター設定
人体温度測定設定

更新

カメラ&黒体構成

Express構成

補正設定

スマートチャネ
ル設定

その他調整機能

時間同期方法:
[設定]>[一般]>[日付&時刻]>[PC同
期]をクリックします。

※測温できない際に、時間を同期し
てください。



・DSS Express 構成



サーマル体温測定システム

DSS Express

PC soft

サーマル温度測定
音声、光アラーム出力

黒体

温度較正用

ハブ



構成 | Express

DSS ExpressプラットフォームのPCクライアントと携帯アプリをインストールできます。 このセクションでは、PCクライアントのインス

トールを例に、DSS Expressプラットフォームのインストールとログインを紹介します。

1． ブラウザーのアドレスバーにサーバーのIPアドレスを入力し、Enterキーを押します。

1. をダブルクリック 、インターフェイスプロンプトに従ってクライアントを実行またはダウンロードします。

2. [実行]をクリックするか、保存ディレクトリのクライアント インストール プログラムをダブルクリックしてインストールしてください。

インストール
Visualイベント

構成

測温レポート
エクスポート

TPCパラメーター
構成

Thermalイベント
構成

更新

Express構成

カメラ&黒体構成

デバイス
追加

ビデオと一般写真の
ストレージ構成



構成 | Express

インストール
Visualイベント

構成

測温レポート
エクスポート

TPCパラメーター
構成

Thermalイベント
構成

更新

Express構成

カメラ&黒体構成

デバイス
追加

ビデオと一般写真の
ストレージ構成

1. DSS Express クライアントにログインして、[設定]をクリックします。

2. ストレージ]をクリックします。

t_ito
長方形



構成 | Express

インストール
Visualイベント

構成

測温レポート
エクスポート

TPCパラメーター
構成

Thermalイベント
構成

更新

Express構成

カメラ&黒体構成

デバイス
追加

ビデオと一般写真の
ストレージ構成

3.画像を保存するローカルディスクを選択します。

4.ストレージスペースを設定し、 をクリックし

て[一般写真]を選択します。
NVRはない場合、[ビデオ]と[一般写真]ストレージを設定
する必要があります。
NVR がある場合、 [一般写真]ストレージのみを設定すれ
ば良い、NVRにTPCビデオを保存します。 で選択可能
です。）



構成 | Express

インストール
Visualイベント

構成

測温レポート
エクスポート

TPCパラメーター
構成

Thermalイベント
構成

更新

Express構成

カメラ&黒体構成

デバイス
追加

ビデオと一般写真の
ストレージ構成

1. DSS Express クライアントにログインして[機器]をクリックします。

2. [自動検索]を選択します。

3. TPC 又は NVR を選択して追加します。

4. [良]をクリックします。
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構成 | Express構成

インストール
Visualイベント

構成

測温レポート
エクスポート

TPCパラメーター
構成

Thermalイベント
構成

更新

Express構成

カメラ&黒体構成

デバイス
追加

ビデオと一般写真の
ストレージ構成

1. TPC 又は NVR 選択して、 を

クリックして編集します。

2. ビデオチャネル]を選択します。

3. [IVSアラーム]機能を選択します。

4. [OK]をクリックします。
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構成 | Express構成

インストール
Visualイベント

構成

測温レポート
エクスポート

TPCパラメーター
構成

Thermalイベント
構成

更新

Express構成

カメラ&黒体構成

デバイス
追加

ビデオと一般写真の
ストレージ構成

1. [設定]をクリックします。

2. TPCの[Visual]チャンネルを選択します。

3. [イベント設定」をクリックします。

1
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構成 | Express構成

インストール
Visualイベント

構成

測温レポート
エクスポート

TPCパラメーター
構成

Thermalイベント
構成

更新

Express構成

カメラ&黒体構成

デバイス
追加

ビデオと一般写真の
ストレージ構成

4．[サーマル]>[ low temperature abnormal alarm ]または[ high temperature abnormal alarm ]を選択します。

5．[high temperature abnormal alarm ]を有効にします。

6．[リンクビデオ]を選択します。

7．リンクしたい ビデオチャンネルを選択します。

8．[アラームの起動後、カメラがキャプチャします]と[アラームがトリガーされるとクライアント上のカメラを開きます]を選択します。

9．[適用]>[良]をクリックします。
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構成 | Express構成

インストール
Visualイベント

構成

測温レポート
エクスポート

TPCパラメーター
構成

Thermalイベント
構成

更新

Express構成

カメラ&黒体構成

デバイス
追加

ビデオと一般写真の
ストレージ構成

1. Themalチャンネルを選択します。

2. イベント設定をクリックします。

1
2



構成 | Express構成

インストール
Visualイベント

構成

測温レポート
エクスポート

TPCパラメーター
構成

Thermalイベント
構成

更新

Express構成

カメラ&黒体構成

デバイス
追加

ビデオと一般写真の
ストレージ構成

3.[サーマル]>[Blackbody abnormal alarm ] を選択します。

4. [Blackbody abnormal alarm]を有効にします。

5.リンクビデオを選択します。

6．リンクしたいビデオチャンネルを選択します。

7． [アラームの起動後、カメラがキャプチャします]と[アラームがトリガーされるとクライアント上のカメラを開きます]を選択します。

8．[適用]>[良]をクリックします。
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構成 | Express構成

インストール
Visualイベント

構成

測温レポート
エクスポート

TPCパラメーター
構成

Thermalイベント
構成

更新

Express構成

カメラ&黒体構成

デバイス
追加

ビデオと一般写真の
ストレージ構成

体温異常者を検出すると、アラームがトリガーされて、設定したビデオチャンネルが自動的にポップアップされます。

ここでアラームの詳細を確認できます。



構成 | Express構成

インストール
Visualイベント

構成

測温レポート
エクスポート

TPCパラメーター
構成

Thermalイベント
構成

更新

Express構成

カメラ&黒体構成

デバイス
追加

ビデオと一般写真の
ストレージ構成

をクリックすると、アラーム情報の詳細を確認でき、 をクリックすると、アラーム発生時のライブビュ

ー、スナップショットなども確認できます。

(写真は高温異常閾値を 36℃ に設定した例です。)




